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C 四面体 ABCDは AC =

B

3
2
，AD = 1，BC = 1

2
であり，辺 ADは面 ABCに垂直であり，辺 BCは面 ACD

に垂直であるとする．
Ñ 辺 BDの長さを求めよ．
Ò 点 Cから辺 ABに下ろした垂線の長さを求めよ．
次に四面体 ABCDから十分に離れたところに直線 ABと平行な平面 ®を一つとる．®に垂直な平行光線を四面
体 ABCDにあてて，®上に影をつくる．その影の面積を Sとする．
Ó 面 ABDが ®に平行であるときの Sを求めよ．
Ô 直線 ABを軸として四面体 ABCDを 1回転させるとき，Sの最大値，最小値を求めよ．
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k【三角関数の図形への応用】o

a ! ÇABC は 60Ü 定 規 で
AB = 1 である．ÇABD は ÎBAD = 90Ü の 90Ü 定規
で BD =

B

2である．

" CからABに下ろした垂線の足をHとし，h = CH
とおく．ÇABCの面積を 2通りで表して
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# 面 ABDが ®と平行のとき，SはÇABDの面積
に等しい．

S =ÇABD = 1
2
¢ 1 ¢ 1 =

1
2

$ ® が AB を含むとしても同じことである．C,D
から ®に下ろした垂線の足を I,Jとする．DA,CHが
BAに垂直になっていて，回転する．ÎCHI = µとおく．
0 · µ · ¼

2
である．

1 I,Jが直線 ABに関して反対の側（直線 AB上を
含む）にあるとき．図 3は Bから Aの方向を見た図で

ある．

HI = HCcosµ =
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cosµ;AJ = ADsinµ = sinµ

S =ÇABI +ÇABJ

=
1
2
¢AB ¢HI +

1
2
¢AB ¢AJ

=

B

3
8
cosµ+ 1

2
sinµ = 1

8
(4 sinµ+

B

3 cosµ)

=

B

19
8
sin(µ+ u)

と合成できる．ただし uは

cosu = 4
B

19
; sinu =

B

3
B

19

を満たす鋭角で tanu =
B

3
4
< 1より 0 < u < ¼

4
であ

る．Sは µ+u = ¼
2
で最大値

B

19
8
をとる．また，µ = 0

で最小値
B

3
8
をとる．なお点 (cos(µ+u); sin(µ+u))

は図の太線部分にある．y座標は µ = 0で最小になる．

2 I,Jが直線 ABに関して同じ側（直線 AB上を含
む）にあるとき．図 6を見よ．AJ,HIの長さは1と
同様である．
(a) Iが三角形 ABJの周または外部にあるとき（図 7
を参照せよ）．
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(b) Iが三角形 ABJの周または内部にあるとき（図 8
を参照せよ）． ¼
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Sの最大値は
B

19
8
，最小値は

B

3
8
である．


